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＜日本の経済連携の推進状況＞ ＜日本のFTA等カバー率（2023年）＞

⚫ 現在、我が国は50か国との間で21の経済連携協定を署名・発効済。

⚫ ドーハラウンドの停滞以降、各国は経済連携協定による特定国との貿易促進を指向。

⚫ 2023年の日本のFTA等カバー率は約8割。
※FTA等カバー率＝全貿易額に占めるEPA/FTA署名・発効済国との貿易額の割合。

⚫ 日本は、CPTPPや日EU・EPAを通じて、質の高い通商ルールを構築。RCEP協定は2022年1月に発効。2024年9月に
日・UAE経済連携協定の交渉開始を決定。トルコ、バングラデシュ、GCC等の新興国とのEPA交渉も通じ、自由貿易圏
の更なる拡大を目指す。
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